
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AYA がんの医療と支援の 

向上を目指して 

 
 
 

 



 

 

 

 

AYA がんの医療と支援のあり方研究会は、思春期・若年成人（AYA）がん領域の学術活動、教育活動、社

会啓発及び人材育成等を行うことにより、我が国の思春期・若年成人がん領域における医療と支援の向上

に寄与することを目的としています。 

 

理事からの挨拶 

国のAYAがん対策を掲げた第3期がん対策推進基本計画の策定とほぼ時期を同じくして、2018年4月に

AYAがんの医療と支援のあり方研究会(AYA研)が産声を上げ、はや3年が過ぎました。AYA研では、AYAが

んの医療と支援に係るあらゆる課題と向き合い、当事者を交えた医療者等あらゆる関係者の学際的交

流、および、様々な媒体やイベントを通じて正しい情報や新知見の発信とともに交流の場の提供に取り組

んできました。しかし、昨年来のコロナ禍において、急速に広まったWebを介したコミュニケーションにより、

地域を超えて繋がりやすくなった反面、対面での交流の機会が失われ、制約が多くストレスを抱えやすくな

っています。そのような中、各種イベントのWeb開催に加えて、ホームページの刷新、SNSによる情報発信、

研究会誌の創刊、AYA week 2021の開催など新規事業を立ち上げました。今後も新しい風を取り入れつ

つ、AYAがんの医療と支援の発展を期して活動を進めて参ります。 

皆様のこれまでのご支援に感謝するとともに、AYA 研の活動について忌憚のないご意見を賜れれば幸い

です。引き続きご支援の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

2021 年 8 月 

一般社団法人 AYA がんの医療と支援のあり方研究会 

理事長 堀部敬三 

 

役員名簿 任期（第3 期～第4 期）：2020 年3 月21 日～2022 年定時総会終結まで 
理事長      堀部 敬三 （国立病院機構名古屋医療センター 小児科） 
副理事長     清水 千佳子（国立国際医療研究センター 乳腺腫瘍内科） 
理事  小澤 美和 （聖路加国際病院 小児科） 
  川井 章 （国立がん研究センター中央病院骨軟部腫瘍科・リハビリテーション科） 
  岸田 徹 （NPO 法人がんノート代表理事） 
  桜井 なおみ（一般社団法人CSR プロジェクト代表理事） 
  鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学 産婦人科学） 
  高橋 都 （NPO 法人日本がんサバイバーシップネットワーク代表理事） 
  津村 明美 （静岡県立静岡がんセンター 看護部） 
  富岡 晶子 （東京医療保健大学医療保健学部看護学科） 
  森 文子 （国立がん研究センター中央病院 看護部） 
  吉田 沙蘭 （東北大学大学院教育学研究科） 
  渡邊 知映 （昭和大学保健医療学部看護学科） 
監事  小原 明 （東京工科大学医療保健学部看護学科） 
  丸 光惠 （甲南女子大学看護リハビリテーション学部 看護学科） 



 

 

 

 

 

会計報告 

収入合計 28,334,168 

会費 2,034,000 

事業費 1,175,731 

寄付金 5,022,592 

前受金 17,000 

雑収入・その他 55 

 

 

 

会員状況 

 現 

会員数 

2020年度末 

会員数 

入会 退会 

(うち自動退会) 

区分変更

(入) 

区分変更

(出) 

正会員 405 410 10 16 (14) 1 0 

準会員 114 122 0 7 (7) 0 1 

学生会員 40 40 0 0 (0) 0 0 

賛助会員 3 4 0 1 (1) 0 0 

 

寄付者 (50音順) 

2020 年 

金井しのぶ 様 

2019 年 

青山万里子 様  明後日 Labo 様 

金井しのぶ 様 メディカル・データ・ビジョン株式会社 社員一同 様 

 

支出合計 18,324,192 

事業費 1,183,781 

管理費 5,465,151 

雑費 36,361 

特別会計費 

 学術集会 

 AYAweek 

 

11,628,356 

10,543 

雑収入・その他 55 



 

 

 

（学術集会、講演会等の開催事業）		

第 2回学術集会の開催			

会長：堀部敬三（国立病院機構名古屋医療センター臨床研究センター）	

会期：2020	年 3	月 20	日（金・祝）〜21	日（土）	

会場：Zoom	ウェビナールーム				

参加者：520	名	オンデマンド配信（2020	年 3	月 20	日〜4	月 30	日）	

	

（教育・研修、並びに人材育成事業）	

第２回	 AYA 世代がんサポート研修会	

会期：2020	年 11	月 7	日（土）〜8	日（日）	

会場：Zoom	ミーティングルーム	

参加者：37	名、ファシリテーターのべ 31	名	

教育セミナー（がんプロフェッショナル養成講座との連携）"AYA	世代がん患者の｢患者中心の意思決定"	

第 1	部	教育講演：心理学的特徴・臨床現場からの提案	

第 2	部	患者・医療者対談	

第 4回	 新潟県立がんセンター新潟病院	

日時:2020	年 7	月 19	日(日)	13：00−16：45	

会場：Zoom	ミーティングルーム	

参加者：187	名	

AYA	研、新潟県がん診療連携協議会情報連携部会共催	

第 5回	 北海道大学病院	

日時：2020	年 9	月 19	日(土)	13：30−17：30	

会場：Zoom	ミーティングルーム	

参加者：156	名	

AYA	研、厚労省	造血幹細胞移植医療整備事業、小児がん拠点病院機能強化事業、がんプロ、厚労科研清

水班、北海道・AYA	世代がん患者・家族支援ネットワーク構築プログラム	共催	

	

（社会啓発、並びに普及事業）		

AYA	研	x	がんノート	コラボレーション企画	<岐阜大学>	

日時 2020	年 1	月 13	日(月・祝)	13：00−15：30	

会場：	岐阜大学サテライトキャンパス	多目的講義室（中）	

参加者：約 20	名	

第 10	回	日本がん・生殖医療学会	学術集会	共催セッション		"AYA がん患者への支援とは"	

日時:	2020	年 2	月 15	日〜16	日	

第 28	回日本乳癌学会学術総会	共催シンポジウム	 "AYA 世代乳がんの Shared	Decision	Making"	

日時:	2020	年 10	月 9	日〜10	月 31	日	



 

	

ホームページのリニューアル	

2020 年 10 月に今までのデザインを一新	

https://aya-ken.jp	

	

患者向けサイト	"情報サイト AYA”のオープン	

2020 年 12 月に一緒に知ろう・共に語ろうをテーマにオープン	

https://pr.aya-ken.jp	

	

SNS(Facebook,	Twitter)および LINE アカウントの開設	

Facebook:	https://www.facebook/com/AYAken.official	

Twitter:	http://twitter.com/AYAken_official	

LINE 公式アカウント:	http://aya-ken.jp/line	

	

	

AYA	week	2021 の準備	

2021 年 3 月 14 日〜21 日に開催予定	

	

(研究会誌刊行事業)	

研究会誌「AYA がんの医療と支援」の創刊	

2021 年 1 月に第 1巻第 1号を発刊予定	

	

	

	

	

	

	 	

	

第3期は、新型コロナウイルス感染拡大のため第2回学術集会を急遽Web開催へ変更し、またAYAがんサ

ポート研修会、教育セミナー、関連学会との共催セッション、支援団体との共催イベントをすべてWeb開催

にて実施いたしました。国内でのAYA世代のがんに関する学際的な知識の共有と蓄積を目的に、研究会

誌「AYAがんの医療と支援」の創刊に向けて準備を行い、一般投稿の受付を開始いたしました。 

第2期に引き続き、情報発信・社会啓発を充実させるため、ホームページのリニューアル、患者向けサイト

の公開、SNSおよびLINE公式アカウントの開設を行いました。また、コロナ禍の中、Webを介したコミュニケ

ーションが急速に拡大したことを受けて、新たな社会啓発事業として、全国のAYA支援活動を行う団体と

協働して行うAYA week 2021を計画し、開催に向けた準備を行いました。 

 


